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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２３年７月２４日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ西労組第３５回定期中央本部大会 

 

 
 
ＪＲ西労組は７月 19日～21日、富山県

富山市において、第 35 回定期中央本部大
会を開催した。コロナ禍以前と同様の規模
で開催し、来賓・代議員・傍聴など約 400
名の参加のもと、2023 年度の運動方針を
満場一致で決定した。来賓として浜守秀樹
連合富山会長、新田八朗富山県知事、泉健
太ＪＲ連合国会議員懇談会副会長など約
30名を迎え、ＪＲ連合からは、荻山市朗会長と宮野勇馬企画局長が参加した。 

 

大会冒頭、主催者挨拶に立った上村良成中央執行委員長（ＪＲ連合
副会長）は、コロナ禍を乗り越えることができたのはＪＲ西労組の団
結力あってこそであり、安全を大前提としつつ、２０２３春季生活闘
争妥結時に会社に強く伝えた組合員の負託に応える一時金を勝ち取る
決意を述べた。また、離職防止に向けた提言を策定し、ＪＲ西日本グ
ループ全体の魅力を高める必要性について訴えた。 

 
また、荻山会長は来賓挨拶で、政策課題の解決へ地域とのつな

がりを持つ労働組合の強みを活かした取り組みの要請、魅力ある
ＪＲを築く新・中期労働政策ビジョンの改訂、ＪＲ産業の持続的
成長に不可欠なＪＲ連合への総結集、すべてのＪＲ各社との信頼
関係の確立などについて決意を述べた。大会の合間にはＪＲ西日
本の長谷川一明社長も来場し、コロナ禍を耐え抜いた組合員に対
しお礼を述べた。 

 

議事では、執行部より 2023年度の運動方針等が提起され、本会議 15名に加え、ＪＲ
西労組を特徴づける各小委員会においても熱い質疑（組織・財政小委員会 36名、業務小
委員会 41名）を受けた。安全確立や一時金、矢継ぎ早に実施される施策への対応、地方
公共交通のあり方と政治の関わり、絆を深める組織運動等について意見が出され、羽野
敦之書記長（ＪＲ連合執行委員）の総括答弁の後、全ての議案が満場一致で可決された。 
 

役員改選では、長年にわたりＪＲ西労組運動を牽引してきた本田雅明副執行委員長、
白壁靖子副執行委員長らが退任した。最後に、再任された上村執行委員長の「団結ガン
バロウ」で、魅力あるＪＲ西労組運動を継承・発展
させていく誓いを新たにした。 

 

上村委員長 

荻山会長 

退任する本田副委員長（中央左）と 
白壁副委員長（中央右） 

【新執行部［三役］】 
中央執行委員長  上村 良成 再任 
中央副執行委員長   川端 準一 新任 
中央副執行委員長  川原 孝義 新任 
書 記 長   羽野 敦之 再任 


